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除 雪

除除除除除除除除除除
雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪
とととととととととと
はははははははははは
、、、、、、、、、、
雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪
をををををををををを
掻掻掻掻掻掻掻掻掻掻
きききききききききき
分分分分分分分分分分
けけけけけけけけけけ

除
雪
と
は
、
雪
を
掻
き
分
け
ててててててててててて

人人人人人人人人人人
のののののののののの
往往往往往往往往往往
来来来来来来来来来来
にににににににににに
支支支支支支支支支支
障障障障障障障障障障
のののののののののの
無無無無無無無無無無
いいいいいいいいいい
様様様様様様様様様様
にににににににににに
すすすすすすすすすす
るるるるるるるるるる
ここここここここここ
とととととととととと

人
の
往
来
に
支
障
の
無
い
様
に
す
る
こ
と
。。。。。。。。。。。

そそそそそそそそそそ
れれれれれれれれれれ
はははははははははは
人人人人人人人人人人
のののののののののの
歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩
むむむむむむむむむむ
道道道道道道道道道道
をををををををををを
拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓
くくくくくくくくくく

そ
れ
は
人
の
歩
む
道
を
拓
く
、、、、、、、、、、、

とととととととととと
てててててててててて
もももももももももも
大大大大大大大大大大
事事事事事事事事事事
なななななななななな
作作作作作作作作作作
業業業業業業業業業業
でででででででででで
すすすすすすすすすす

と
て
も
大
事
な
作
業
で
す
。。。。。。。。。。。

今今今今今今今今今今
月月月月月月月月月月
号号号号号号号号号号
でででででででででで
はははははははははは

今
月
号
で
は
、、、、、、、、、、、
雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪
のののののののののの
シシシシシシシシシシ
ーーーーーーーーーー
ズズズズズズズズズズ
ンンンンンンンンンン
にににににににににに
備備備備備備備備備備
ええええええええええ

雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
ててててててててててて

町町町町町町町町町町
のののののののののの
除除除除除除除除除除
雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪
にににににににににに
対対対対対対対対対対
すすすすすすすすすす
るるるるるるるるるる
取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組
みみみみみみみみみみ

町
の
除
雪
に
対
す
る
取
り
組
み
ををををををををををを

ごごごごごごごごごご
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介
しししししししししし
たたたたたたたたたた
いいいいいいいいいい
とととととととととと
思思思思思思思思思思
いいいいいいいいいい
まままままままままま
すすすすすすすすすす

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。。。。。。。。。。。

特
集
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み
ん
な
で
守
ろ
う
除
雪
の
ル
ー
ル

①
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

除
雪
能
力
が
半
減
さ
れ
る
ば
か

り
か
、
時
間
も
か
か
り
他
の
地
区

の
除
雪
に
も
影
響
が
出
ま
す
。
吹

雪
や
夜
間
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
る
ほ
か
、
火
災
、
救
急

時
な
ど
の
非
常
時
に
も
大
き
な
障

害
と
な
り
ま
す
の
で
路
上
駐
車
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

②
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い

　

除
雪
作
業
は
安
全
第
一
で
行
っ

て
い
ま
す
が
、
除
雪
車
に
は
死
角

と
な
る
箇
所
が
あ
る
た
め
、
近
づ

く
行
為
は
大
変
危
険
で
す
。
特
に

お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
で
は
、
十

分
に
注
意
す
る
よ
う
指
導
を
お
願

い
し
ま
す
。

③
車
道
へ
の
雪
出
し
を
し
な
い

　

除
雪
し
た
後
の
車
道
に
雪
を
出

す
と
、
わ
だ
ち
が
出
来
て
交
通
事

故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
車
道
へ

は
雪
を
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

④
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
つ
い
て

　

屋
根
か
ら
の
落
雪
は
交
通
の
障

害
に
な
る
ほ
か
、
歩
行
者
に
と
っ

て
も
大
変
危
険
で
す
の
で
、
雪
下

ろ
し
や
、
雪
止
め
の
設
置
な
ど
の

防
止
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
除
雪
の
現
状

　

せ
た
な
町
の
除
雪
総
路
線
数
は
、

　

路
線
で
そ
の
延
長
は
歩
道
、
公
共

279施
設
を
含
め
約　

娃
に
及
び
ま
す
。

300

　

こ
れ
は
１
回
の
一
斉
出
動
で
、
せ

た
な
町
か
ら
札
幌
市
を
越
え
て
お
よ

そ
滝
川
市
ま
で
の
道
路
を
除
雪
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

例
年
、
除
雪
業
務
は
町
内
業
者
へ

委
託
を
し
て
お
り
、
町
と
委
託
業
者

が
保
有
す
る
除
雪
車
輌　

台
（
H　

）

48

19

で
各
除
雪
機
械
ご
と
に
設
定
し
て
い

る
車
道
と
歩
道
、
公
共
施
設
の
除
雪

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
経
費
は
３
区

合
計
で
一
億
五
百
四
十
三
万
八
千
円

（
H　

実
績
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

19

■
大
成
区
は
雪
が
多
い
随

　

せ
た
な
町
の
過
去　

年
間
の
累
加

１０

降
雪
深
と
最
大
積
雪
深
を
図
１
・
２

に
示
し
ま
す
。
降
っ
た
雪
の
総
量
を

示
す
累
加
降
雪
深
で
は
、
大
成
区
が

一
番
多
い
事
が
わ
か
り
ま
す
。
一

方
、
積
も
っ
た
り
解
け
た
り
を
繰
り

返
し
た
結
果
、
積
も
っ
て
い
る
雪
の

最
大
深
さ
を
示
し
た
最
大
積
雪
深
で

は
、
北
檜
山
区
が
一
番
多
い
事
が
わ

か
り
ま
す
。
大
成
区
は
、
雪
が
少
な

い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
実
は
一
番
雪
が
降
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

■
雪
捨
場
は
２
ヶ
所
で
す

　

現
在
、
町
内
で
排
雪
し
た
雪
は
、

所
定
の
雪
捨
場
に
集
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
、　

月
下
旬
に
次
の
雪

12

捨
場
を
設
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下

さ
い
。
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
ご

み
な
ど
が
混
じ
ら
な
い
よ
う
注
意
し

て
頂
く
ほ
か
、
雪
捨
場
の
奥
側
か
ら

捨
て
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

※
な
お
、
北
檜
山
区
で
例
年
設
置
し

て
い
る
利
別
川
河
川
敷
地
（
業
者
向

け
雪
捨
場
）
に
つ
い
て
は
、
河
川
工
事

の
関
係
に
よ
り
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

図２．最大積雪深
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■
今
年
で　

年
目
を
迎
え
る
北
檜
山

１０

区
の
流
雪
溝

　

北
檜
山
区
の
市
街
地
に
は
消
流
雪

溝
と
流
雪
溝
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
６
年
度
に
整
備
さ
れ
た
消
流

雪
溝
は
、
市
街
地
を
流
れ
る
準
用
河

川
の
中
央
川
へ
後
志
利
別
川
か
ら
ポ

ン
プ
で
送
水
し
、
そ
こ
へ
投
雪
さ
れ

た
雪
塊
が
流
水
に
よ
り
真
駒
内
川
ま

で
運
ば
れ
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
に
整
備
さ
れ
た

１１

流
雪
溝
は
、
道
路
の
両
側
に
設
置
さ

れ
て
い
る
管
路
に
同
じ
く
後
志
利
別

川
よ
り
送
水
し
、
投
雪
口
よ
り
捨
て

ら
れ
た
雪
が
流
水
に
よ
り
処
理
さ
れ

る
施
設
で
、
今
年
で　

年
を
迎
え
ま

１０

す
。

　

消
流
雪
溝
や
流
雪
溝
は
車
道
等
に

で
き
る
雪
山
に
よ
っ
て
生
じ
る
見
通

し
の
悪
さ
な
ど
を
解
消
し
、
通
学
す

る
子
ど
も
達
の
安
全
確
保
や
、
雪
山

の
無
い
快
適
な
道
路
空
間
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
反
面
、
交
通
安
全
等
の

問
題
か
ら
、
限
ら
れ
た
時
間
し
か
利

用
で
き
な
い
こ
と
や
、
放
流
先
の
河

川
の
結
氷
な
ど
解
消
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
が
あ
り
ま
す
。

■
流
雪
溝
は
時
間
を
守
っ
て
投
雪
を

　

流
雪
溝
の
投
雪
時
間
帯
に
つ
い
て

は
、
図
３
の
と
お
り
、
例
年
同
様
変

更
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
時
間
を
守
っ

て
投
雪
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

■
流
雪
溝
の
費
用
は
国
・
道
・
町
で

　

流
雪
溝
と
消
流
雪
溝
の
施
設
管
理

は
、
国
道
や
道
道
、
町
道
に
ま
た

が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
が
国
・
道

よ
り
委
託
を
受
け
管
理
し
て
お
り
、

費
用
も
次
表
の
通
り
設
置
さ
れ
て
い

る
延
長
の
割
合
で
負
担
し
合
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

H19費用負担額
（負担割合）

施設延長管理者

11,739,525円
(89.2%)

3,383m
国

（国道分・消流雪溝）

960,746円
 (7.3%)

  277m北海道（道道分）

 460,632円
(3.5%)

  132mせたな町（町道分）

13,160,903円
(100%)

3,792m合計

流雪溝の費用負担額と割合

図３．流雪溝の投雪時間
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■
地
吹
雪
や
吹
き
溜
ま
り
を
防
ぐ
防

雪
柵

　

冬
期
間
に
は
除
雪
の
ほ
か
に
も
地

吹
雪
や
吹
き
溜
ま
り
に
よ
る
交
通
障

害
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
そ
れ
ら
の
町
道　

路
線

19

に
つ
い
て
、
例
年
、
防
雪
柵
の
設
置

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
国
の
補
助
を

受
け
固
定
式
防
雪
柵
の
設
置
工
事
を

行
う
な
ど
し
て
解
消
を
図
っ
て
い
ま

す
。

■
急
な
坂
に
は
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
設
置
し
て
い
ま
す

　

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
電
気
料

や
修
繕
料
、
耐
用
年
数
経
過
後
の
再

整
備
費
用
な
ど
の
問
題
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
町
道
で
は
特
に
急
勾
配
な
路

線
の
み
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
路
線
に
つ
い
て
は
、
必

要
に
応
じ
て
融
雪
剤
や
焼
砂
の
散
布

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
除
雪
の
お

手
伝
い

　

町
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ

と
し
て
、
高
齢
者
や
障
害
者
で
自
力

で
除
雪
が
困
難
な
方
を
対
象
と
し
た

冬
期
間
の
除
雪
サ
ー
ビ
ス
も
行
な
っ

て
い
ま
す
。

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
1
1
1

■
除
雪
Ｑ
＆
Ａ

　

毎
年
除
雪
に
対

し
、
皆
さ
ん
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
質
問
・

要
望
等
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
部
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

垢
除
雪
作
業
の
出
動
基
準
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

茅
交
通
に
支
障
が
あ
る
と
判
断
し
た

場
合
で　

唖
以
上
の
積
雪
を
目
安
に

10

し
て
い
る
ほ
か
、
風
雪
や
地
吹
雪
な

ど
に
よ
る
吹
き
溜
ま
り
等
の
路
面
状

況
に
よ
り
出
動
し
て
い
ま
す
。

垢
通
勤
・
通
学
に
間
に
合
わ
な
い
時

が
あ
る
の
で
、
も
っ
て
早
く
来
て
ほ

し
い
。

茅
通
勤
・
通
学
に
影
響
の
出
な
い
よ

除雪

善行表彰受賞者                                           

●小山　廣子　さん　北檜山区
　本町の地域振興のため町道用地及び河川敷地と
して私財を寄附されました。

●小山なぎさ　さん　北檜山区
　本町の地域振興のため町道用地として私財を寄
附されました。

※せたな町表彰条例に基づいて表彰を行っております。

平成20年度

せたな町表せたな町表彰彰

　10月29日（水）、町長室においてせたな町表彰条例

に基づき平成20年度表彰状の授与が行われました。

　受賞者は下記のとおりです。

■
除
雪
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

●
北
檜
山
区

・
本
庁 
建
設
水
道
課 
管
理
係

　

殺 
0
1
3
7
・
8
4
・
5
1
1
1

・
委
託
業
者
／
北
檜
山
道
路
維
持
協

同
組
合
（
事
務
局
）
北
檜
山
運
輸
総

業
株
式
会
社

　

殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
7
2
1

●
瀬
棚
区

・
瀬
棚
総
合
支
所
産
業
建
設
課
建
設
係

　

殺 
0
1
3
7
・
8
7
・
3
3
1
1

・
委
託
業
者
／
橘
・
日
光
・
道
南
経

常
建
設
共
同
企
業
体
（
代
表
者
）
橘

建
設
株
式
会
社

　

殺 
0
1
3
7
・
8
7
・
3
5
1
5

●
大
成
区

・
大
成
総
合
支
所
産
業
建
設
課
建
設
係

　

殺
0
1
3
9
8
・
4
・
5
5
1
1

・
委
託
業
者
／ 
株
式
会
社
平
和
産
業 

　

殺
0
1
3
9
8
・
4
・
6
3
9
2

う
な
作
業
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す

が
、
降
雪
量
や
雪
質
に
よ
っ
て
作
業

量
が
大
幅
に
増
え
た
り
、
雪
の
降
り

方
に
よ
っ
て
作
業
時
間
が
変
わ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

垢
自
宅
前
を
せ
っ
か
く
除
雪
し
た
の

に
除
雪
車
が
来
て
雪
を
置
い
て
行
っ

た
。

茅
地
域
に
よ
っ
て
除
雪
作
業
を
行
う

時
間
帯
が
異
な
る
た
め
、
ご
家
庭
で

除
雪
し
た
後
に
除
雪
車
が
通
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

特
集



6広報せたな

貸方
（資金をどこから調達したのか）

借方
（資金をどんな資産に変えたのか）

[負債の部][資産の部]

132億4,052万円

　0万円

17億4,782万円

149億8,833万円

　

繋固定負債

１　地方債①

２　債務負担行為

３　退職給与引当金②

　　固定負債合計

33億9,179万円

14億9,721万円

　3億5,123万円

　2,292万円

70億2,650万円

17億6,088万円

132億3,789万円

1億6,448万円

64億7,380万円

　1,399万円

339億4,069万円

42億2,694万円）

繋有形固定資産⑤

１　総務費

２　民生費

３　衛生費

４　労働費

５　農林水産業費

６　商工費

７　土木費

８　消防費

９　教育費

10　その他

　　有形固定資産合計

（うち土地

15億9,814万円

0万円

15億9,814万円

165億8,647万円

罫流動負債

１　翌年度償還予定額③

２　翌年度繰上充用金

　　流動負債合計

　　負債合計

17億9,659万円

　1,478万円

13億3,014万円

△9,981万円

30億4,170万円

罫投資など

１　投資及び出資金⑥

２　貸付金

３　基金⑦

４　退職手当組合積立金

　　投資など合計

[正味資産の部]

70億5,781万円

45億5,129万円

93億3,424万円

209億4,334万円

１　国庫支出金

２　道支出金

３　一般財源など

　　正味資産合計④

4億5,027万円

　9,715万円

5億4,742万円

茎流動資産

１　現金・預金⑧

２　未収金⑨

　　流動資産合計

375億2,981万円負債・正味資産合計375億2,981万円資産合計

「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」

（
貸
借
対
照
表
）
と
は
…

 　

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）

と
は
、
作
成
基
準
日
現
在
に
町

が
保
有
す
る
全
て
の
資
産
（
施
設

や
道
路
な
ど
の
財
産
）、
負
債
等

の
状
況
を
一
目
で
分
か
る
よ
う

に
表
示
し
た
も
の
で
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
は
、
表

の
左
側
（
借
方
）
に
は
資
産
が
、

右
側
（
貸
方
）
に
は
負
債
と
正
味

資
産
が
表
示
さ
れ
て
お
り
、
資

産
＝
負
債
＋
正
味
資
産
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
地
方
公
共
団
体
の
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
は
、
民
間
企

業
に
お
け
る
「
資
本
」
と
い
う
概

念
が
な
く
、「
正
味
資
産
」
と
表

現
し
、
こ
れ
ま
で
の
世
代
が
す

で
に
負
担
し
た
金
額
を
表
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
負
債
は
、
こ
れ

か
ら
の
世
代
が
今
後
負
担
し
て

い
く
金
額
を
表
し
て
い
ま
す
。

もっと分かりやすく例えると…

平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成11111111119999999999年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度 せせせせせせせせせせたたたたたたたたたたなななななななななな町町町町町町町町町町ババババババババババラララララララララランンンンンンンンンンススススススススススシシシシシシシシシシーーーーーーーーーー平成19年度　せたな町バランスシートトトトトトトトトトト
（（（（（（（（（（平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成22222222220000000000年年年年年年年年年年3333333333月月月月月月月月月月33333333331111111111日日日日日日日日日日現現現現現現現現現現在在在在在在在在在在（平成20年3月31日現在）））））））））））

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯あああああああああああああああああああああたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりのののののののののののののののののののののバババババババババババババババババババババララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンスススススススススススススススススススススシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一世帯あたりのバランスシートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト　（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成222222222222222222222000000000000000000000年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年333333333333333333333月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月333333333333333333333111111111111111111111日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在 444444444444444444444,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666（平成20年3月31日現在　4,666世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯）））））））））））））））））））））帯）

借方＝資産 貸方＝負債+正味資産

有形固定資産＝マイホームや土地、車など 
727万円

負債＝マイホームなどのローン残高
355万円

投資など＝定期預金など 65万円

流動資産＝現金や普通預金 12万円

計　804万円

正味資産＝資産取得のための自己資金

449万円

計　804万円

※総務省が示した基準に基づき作成しています。
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①
公
共
施
設
や
学
校
な
ど
を

建
設
す
る
た
め
に
国
な
ど
か

ら
借
り
た
お
金
で
、
１
年
以
上

の
期
間
を
お
い
て
返
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
お
金
で
す
。

②
年
度
末
に
全
職
員
が
自
己

都
合
に
よ
り
退
職
す
る
と
仮

定
し
た
場
合
に
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
退
職
金
総
額

で
す
。

③
国
な
ど
か
ら
借
り
て
い
る

お
金
で
、
1
年
以
内
に
返
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
お
金
で
す
。

④
資
産
を
取
得
す
る
た
め
に

使
っ
た
お
金
の
う
ち
、
国
や
道

か
ら
の
補
助
金
、
税
金
な
ど
の

総
額
で
す
。
こ
れ
ら
の
お
金

は
返
済
す
る
義
務
が
な
い
た

め
正
味
資
産
（
純
資
産
）
と
し

ま
す
。

⑤
土
地
、
建
物
な
ど
一
会
計
年

度
を
超
え
て
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
使
用
さ

れ
る
資
産
の
う
ち
、
有
形
で
あ

る
も
の
。
土
地
を
除
い
て
は

減
価
償
却
し
て
い
ま
す
。

⑥
檜
山
広
域
行
政
組
合
な
ど
の

関
係
団
体
へ
の
出
資
金
や
災
害

援
護
資
金
な
ど
の
貸
付
金
が
あ

り
ま
す
。

⑦
「
社
会
福
祉
基
金
」
や
「
担

い
手
育
成
基
金
」
な
ど
の
年
度

間
で
流
動
性
の
低
い
基
金
（
貯

金
）
で
す
。

⑧
「
財
政
調
整
基
金
」
や
「
減

債
基
金
」
な
ど
年
度
間
で
流
動

性
の
高
い
基
金
（
貯
金
）
で
す
。

⑨
町
税
や
使
用
料
な
ど
の
う

ち
ま
だ
収
入
さ
れ
て
い
な
い

お
金
で
す
。

備　　　　　　考
比　　　　　　率（ａ／ｂ）

項　　　　目
19年度末18年度末17年度末

公共施設等の社会資本（資産）の形
成をこれまでの世代がすでに負担
した金額の割合を示します。

61.7%59.8%65.3%課社会資本負担比率Ⅰ

209億4,334万円207億3,868万円249億3,511万円ａ正味資産

339億4,069万円346億6,761万円381億5,983万円ｂ有形固定資産

公共施設等の社会資本（資産）の形
成をこれからの世代に負担しても
らう金額の割合を示します。
※ⅠよりⅡの割合が低い方が望ま
しい

48.9%50.3%44.4%嘩社会資本負担比率Ⅱ

165億8,647万円174億2,761万円169億4,704万円ａ負債

339億4,069万円346億6,761万円381億5,983万円ｂ有形固定資産

地方自治体にストックされた総資
産のうち、返済義務を負わない資
金が、どのくらいの割合かをみる
ものです。　　　　　　　　　　　
正味資産比率が高い方が、これま
での世代がすでに負担してきた割
合が高いことを示しており、財政
健全性の見地から好ましいといえ
ます。

44.2%45.7%40.5%貨負債比率

165億8,647万円174億2,761万円169億4,704万円ａ負債

375億2,981万円381億6,629万円418億8,215万円ｂ負債＋正味資産

55.8%54.3%59.5%迦正味資産比率

209億4,334万円207億3,868万円249億3,511万円ａ正味資産

375億2,981万円381億6,629万円418億8,215万円ｂ負債＋正味資産

負債のうち流動負債計上分を含む
地方債残高の有形固定資産に対す
る割合は、有形固定資産形成に対
して、将来の世代により負担すべ
き割合を示します。

39.0%40.3%37.5%過地方債対有形固定資産比率

132億4,052万円139億7,500万円143億  176万円ａ地方債

339億4,069万円346億6,761万円381億5,983万円ｂ有形固定資産

有形固定資産の普通会計決算歳入
総額に対する割合です。これは社
会資本である有形固定資産の形成
に何年分の歳入が充当されたかを
把握することができます。

3.64年3.54年3.49年霞歳入総額対資産比率

339億4,069万円346億6,761万円381億5,983万円ａ有形固定資産

93億3,421万円97億9,323万円109億2,617万円ｂ歳入総額
流動資産と流動負債を比較すること
で、自治体の短期的な支払能力の余
裕度をみることができ、流動比率が
100%を下回れば、短期的な資金繰り
が悪化していることを示すと考えら
れます。

34.3%38.0%48.1%蚊流動比率

5億4,742万円6億2,398万円7億5,257万円ａ流動資産

15億9,814万円16億4,146万円15億6,561万円ｂ流動負債
有形固定資産に対し、将来に返済義
務を負わない資金をどのくらい充当
したかをみることができ、この比率
が低いほど、これまで形成されてき
た社会資本に対する将来世代の負担
が少ないことが考えられます。

162.1%167.2%153.0%俄固定比率

339億4,069万円346億6,761万円381億5,983万円ａ有形固定資産

209億4,334万円207億3,868万円249億3,511万円ｂ正味資産

■
新
た
に
公
会
計
制
度
が
導
入

さ
れ
ま
す

　

せ
た
な
町
の
会
計
は
、
単
式

簿
記
に
よ
り
現
金
の
収
支
を
単

年
度
で
経
理
す
る
会
計
制
度
が

と
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
制
度
に

従
っ
て
歳
入
歳
出
予
算
書
や
決

算
書
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
方
法
で
は
、
単
年
度
に

ど
の
よ
う
な
収
入
が
あ
り
、
そ

れ
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か

と
い
う
こ
と
は
わ
か
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
財

政
運
営
の
結
果
と
し
て
、
ど
れ

だ
け
資
産
を
形
成
し
て
き
た

か
、
ど
の
く
ら
い
の
負
債
（
借

金
）
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

公
会
計
制
度
で
は
、
現
在
公

表
し
て
い
ま
す
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
（
貸
借
対
照
表
）
の
ほ
か
行

政
コ
ス
ト
計
算
書
、
資
金
収
支

計
算
書
、
純
資
産
変
動
計
算
書

の
財
務
書
類
４
表
を
用
い
て
、

単
式
簿
記
か
ら
複
式
簿
記
の
発

生
主
義
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
歳
入
歳
出
決
算
の

状
況
に
加
え
て
資
産
や
コ
ス
ト

の
情
報
を
含
め
た
行
政
の
透
明

性
を
よ
り
高
め
る
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

総
務
省
は
、
一
定
の
準
備
期

間
を
お
い
て
全
て
の
自
治
体
に

公
会
計
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

を
決
め
て
お
り
、
せ
た
な
町
に

お
い
て
も
今
後
公
会
計
制
度
導

入
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

■バランスシートを活用した財務分析
　財務分析からわかるように、平成１８年度を境にせたな町の財政状況は健全化の方向に向かいつつありま
すが、今後とも事務事業や大型事業の見直しを行い将来負担の軽減を図ってまいります。



8広報せたな

せたな町給与状況公せたな町給与状況公表表

平成20年度 人件費削減内容

　せたな町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、せたな町職員の給与等について、
町民の皆さんに広くお知らせします。なお、町職員の給与については、地方自治法や地方公務員法に
基づき国家公務員に準じた制度となっており、町議会の議決を得て町条例で定めています。

財政健全化に向けて人件費の削減に取り組んでいます

●給料月額／4.2%減　●役職加算／支給ゼロ

人件費率人件費歳出総額

18.4％17億369万円92億4,038万円

●人件費の状況（平成19年度普通会計決算）

※人件費には、町長などの特別職の給与、議会議員の

報酬、職員の給与共済費等が含まれます。

歳出総額
92億4,038万円

人件費
17億369万円
18.4%

一人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）

給与費
職員数（Ａ）

計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給料

553万円12億498万円2億7,626万円1億2,269万円8億603万円218人

●職員給与費の状況（平成19年度普通会計決算）

※職員手当には退職手当を含みません。※職員数は、平成１9年４月１日現在の人数です。

（平成20年４月１日現在）

国せたな町区分

172,200円172,200円大学卒
一般行政職

140,100円140,100円高校卒

●職員の初任給の状況（平成20年４月１日現在）

国せたな町区分

41.1歳43.1歳平均年齢
一般行政職

387,506円349,300円平均給与月額

●職員の平均年齢及び平均給与月額の状況

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区分

−　　 円295,100円253,700円大学卒
一般行政職

298,900円251,600円219,900円高校卒

●職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成20年４月１日現在）

内　　容区分

3.00月分期末手当

1.50月分勤勉手当

職制上の段階、職務の級等によ
る加算措置
・役職加算0％
 （役職加算4〜10％)

その他の

加算措置

●職員手当の状況
①期末手当・勤勉手当（平成20年４月１日現在）

※（　）内は、減額措置前の支給割合です。 

内　　容区分

勧奨・定年自己都合支給率

30.55月分23.50月分勤続20年

41.34月分33.50月分勤続25年

59.28月分47.50月分勤続35年

59.28月分59.28月分最高限度額

・定年前早期退職特例措置
  （２〜3０％加算）
・勧奨退職の場合は、退職時特別昇
　給（8号俸）

その他の

加算措置

②退職手当（平成20年４月１日現在）
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その他の加算措置期末手当給料区分

役職加算 0%
（15%）

4.40月分

690,000円町　長

552,000円副町長

506,000円教育長

380,000円
（487,000円）

区　長

●特別職の給与等の状況（平成20年４月１日現在）

※（　）内は、減額措置前の支給額・割合です。   

期末手当給料区分

4.40月分

223,000円議　長

180,000円副議長

166,000円常任委員長

166,000円議会運営委員長

156,000円議　員

●議会議員の報酬等の状況（平成20年４月１日現在）

③扶養・住居・通勤・管理職手当（平成20年４月１日現在）

内容及び支給単価手当名内容及び支給単価手当名

①交通機関等の利用者
・1ヶ月当たりの運賃等相当額
　（55,000円を限度に支給）
②自動車等の交通用具使用者
・片道2㎞以上の通勤距離に応じた月額を
　毎月支給（2,000円〜24,500円）

通勤手当

①配偶者／月額13,000円
②配偶者以外の扶養親族／月額各6,500円
・職員に配偶者がない場合は、そのうち1
　人について11,000円
③扶養親族たる子のうち満15歳に達する日
　後の最初の4月1日から満22歳に達する
　日以後の最初の3月31日までの間
・月額5,000円加算

扶養手当

①役職に応じ支給
　（給料月額×支給割合）
・1種　100分の15
・2種　100分の12
・3種　100分の8
・4種　100分の6

管理職手当

①借家及び借間
　（家賃の額が月額12,000円を超える場合）
・家賃が月額23,000円以下の場合
　家賃の月額から12,000円を控除した額
・家賃が月額23,000円を超える場合
　家賃の月額から23,000円を控除した額の
　2分の1を11,000円に加算した額
　（控除した額の2分の1が16,000円を超え
　るときは16,000円）
②自宅の場合
・5,000円

住居手当

■問い合わせ先

総務課総務係〔担当／樋口・斎藤〕

殺0137-84-5111

※職員数は一般職に属する職員数です。

構成比職員数標準的な職務内容区分

15.5%24人課長等6級

20.6%32人課長補佐、主幹等5級

14.8%23人主幹、係長4級

37.4%58人係長、主任等3級

7.1%11人主事、技師2級

4.5%7人主事、技師、主事補1級

（平成20年４月１日現在）

※せたな町の給与条例に基づく給料表の級区分によ

　る職員数です。

※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する

　代表的な職務です。

●一般行政職の級別職員数の状況

対前年

増減数

職員数

平成20年平成19年

02人2人議　会

一
般
行
政
部
門

普
通
会
計
部
門

350人47人総　務

09人9人税　務

△323人26人農　水

△16人7人商　工

113人12人土　木

△444人48人民　生

△115人16人衛　生

△5162人167人計

△1537人52人教育部門

△20199人219人小　計

△465人69人病　院
公
営
企
業
等

会
計
部
門

04人4人水　道

03人3人下水道

113人12人その他

△385人88人小　計

△23284人307人合　計

●部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

部門
区分
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講習区分実施年月日講習地及び会場

警報設備３月５日（木）函館市民会館
函館市湯川町１丁目３２番１
殺0138-57-3111

函
館
市 消火設備、避難設備・消火器３月６日（金）

消火設備１月１４日（水）

北海道自治労会館
札幌市北区北6条西7丁目5-3
殺011-747-1457札

幌
市

警報設備１月１５日（木）

避難設備・消火器１月１６日（金）

警報設備３月１０日（火）

消火設備３月１１日（水）

避難設備・消火器３月１２日（木）

警報設備３月１３日（金）

特殊消防用設備等３月１７日（火）
北海道建設会館
札幌市中央区北４条西３丁目１
殺011-261-6218

警報設備１月２２日（木）室蘭市民会館
室蘭市輪西町２丁目５-１
殺0143-44-1113

室
蘭
市 消火設備、避難設備・消火器１月２３日（金）

警報設備２月１２日（木）苫小牧市民会館
苫小牧市旭町３丁目２番２号
殺0144-33-7191

苫小
牧市 消火設備、避難設備・消火器２月１３日（金）

消火設備（甲乙１,２,３類）、警報設備（甲乙４類・乙７類）
避難設備・消火器（甲乙５類、乙６類）、特殊消防用設備等（甲種特類）

講習
区分

絹 県牽牽牽絹 県牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽牽

●対象者／繋消防設備士免許交付後、２年以内に講習を受講していない方
　　　　　罫上記繋の講習を受けた日から５年以内の方でこの講習を受講し
　　　　　　ていない方
　　　　　茎上記繋罫の受講期間を経過している方

●受講手数料／講習区分ごとに７,０００円（北海道収入証紙）です。
※お問合せ並びに受講申請書、実施要領については最寄りの消防署へお問合
せください。

■問い合わせ先／・せたな消防署予防係殺 0137-84-5709
・瀬棚支署予防係殺 0137-87-3344　・大成支署予防係殺 01398-4-5401

●講習受付期間／平成20年１１月25日（火）〜１２月19日（金）

●講習実施期間／平成21年１月14日（水）〜３月17日（火）

平成20年度　消防設備士講習

働いている調理師法の皆さまへ

■問い合わせ先
・北海道八雲保健所
　殺0137-63-2168
・北海道八雲保健所今金支所
　殺0137-82-0251

●調理師法では
　調理業務に従事している調
理師の方は、2年ごとに12月
31日現在の調理従事場所等を
届け出なければならないと定
められており、今年は届出の
必要な年となっています。
●届出が必要な方とは
　次の施設、店舗で調理の業
務に従事している調理師の方
です。
・寄宿舎、学校、病院、事業所、
社会福祉施設、介護老人保健
施設、矯正施設、その他多数
人に飲食物を調理して供与し
ている施設
・飲食店営業、魚介類販売業、
そうざい製造業
●届出用紙は
　八雲保健所及び今金支所に
備え付けてあります。
■届出締め切り
　平成２１年１月１５日まで

商工会では、マイバッグ
を無料進呈しています

　せたな商工会合併記念事業
として「NO!!レジ袋運動」を展
開します。
●マイバッグ無料進呈
　ご希望の方は、「引換券」を
持って、商工会本所・各支所ま
でお越しください。色は茶、
ベージュ、オレンジ、紺の４
色からお好きな色が選べます。
●エコシールサービス
　エコシール加盟店でレジ袋
を辞退された方へ、エコシー
ルが１枚もらえます。このエ
コシールが５０枚貯まると１００円
分の金券としてお使いいただ
けます。
【エコシールサービス期間】
平成２０年１２月１日〜
　　　　 　平成２１年１１月３０日

■問い合わせ先
せたな商工会
・本　　所　殺0137-84-5406
・瀬棚支所　殺0137-87-3435
・大成支所　殺01398-4-5300
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長
万
部
町                                      

長
万
部
町
ポ
イ
ン
ト
ガ
イ
ド

平
和
祈
念
館

丸
木
似
里
・
俊
夫
妻
「
原
爆
の
図
・
母
子
像
」
な

ど
、
反
戦
と
平
和
を
願
う
心
が
生
ん
だ
美
術
工
芸

品
を
展
示
。
前
庭
に
は
、
世
界
的
彫
刻
家
、
本
郷

新
の
作
品
群
が
並
ん
で
い
ま
す
。
〔
入
場
は
無
料
〕

●
場
所
／
高
砂
町
（
セ
ン
タ
ー
通
り
）
●
時
間
／

午
前　

時
〜
午
後
６
時
●
休
館
日
／
毎
週
月
曜

１０

日
、
年
末
年
始
●
問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員
会

事
務
局 
殺
0
1
3
7
7
・
2
・
2
7
4
8

八
雲
町                                         

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
お
ふ
く
ろ
の
味

八
雲
町
の
お
ぼ
こ
漬
け

お
ぼ
こ
漬
け
は
、
八
雲
町
の
農
家
の
お
母
さ
ん
が

生
産
し
て
い
る
ダ
イ
コ
ン
・
赤
カ
ブ
・
セ
ロ
リ
・

キ
ュ
ウ
リ
・
小
ナ
ス
で
つ
く
る
昔
な
が
ら
の
漬
け

物
で
す
。
心
に
残
る
お
ふ
く
ろ
の
味
を
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。
●
販
売
店
／
Ａ
コ
ー
プ
八
雲
店
他
●
商

品
／
大
根
ブ
ド
ウ
漬
、
千
枚
漬
、
き
ゅ
う
り
粕
漬
、

セ
ロ
リ
粕
漬
、
小
ナ
ス
か
ら
し
漬
、
大
根
玄
米
漬
、

セ
ロ
リ
醤
油
漬
、
大
根
し
そ
香
り
漬
●
問
い
合
わ

せ
先
／
八
雲
漬
物
研
究
グ
ル
ー
プ
（
代
表　

小
武

方 
℡
･　

0
1
3
7
・
6
2
・
3
5
0
2
）
ま
で

FAX

八
雲
町
熊
石
地
域                            

試
し
て
み
て
外
熊
石
海
洋
深
層
水

海
洋
深
層
水
は
、
熊
石
漁
港
内
の
熊
石
海
洋
深
層

水
総
合
交
流
施
設
で
分
水
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
試
し
く
だ
さ
い
。
●
町
外
利
用
者
／
小
口
分
水

一
般
用
（
2
0
㍑
）
１
０
０
円
／
業
務
用
（
１
弱
）

６
０
０
円
／ 
大
口
分
水
一
般
用
（
１
弱
）
６
０
０

円
／
業
務
用
（
１
弱
）
６
０
０
円
●
問
い
合
わ
せ

先
／
熊
石
海
洋
深
層
水
総
合
交
流
施
設 
殺
0
1
3

9
8
・
2
・
2
3
0
0

今
金
町                                         

　

月　

日
オ
ー
プ
ン
予
定

12

23

ピ
リ
カ
ス
キ
ー
場

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来
！
ピ
リ
カ
ス
キ
ー
場
が　
12

月　

日
、
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
（
予
定
）
し
ま
す
。

23
●
リ
フ
ト
１
日
券
／
大
人
2
、8
0
0
円
、
小
人
･

health

あ
な
た
の
こ
こ
ろ
の
健
康
大
丈
夫
？

釜
保
健
師
か
ら
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

〜
は
じ
め
よ
う
こ
こ
ろ
の
ス
ト
レ
ッ
チ
〜

今月の担当

大成区

清水 美千子で
す

姿
は
じ
め
よ
う
こ
こ
ろ
の
ス
ト

レ
ッ
チ

　

現
代
は
「
ス
ト
レ
ス
の
時
代
」
と

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は

た
く
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
に
囲
ま
れ
て

過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
時
に

「
う
つ
病
」
な
ど
の
心
の
病
気
を
ひ
き

お
こ
し
た
り
、
自
殺
に
つ
な
が
っ
た

り
す
る
要
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
日
頃
か
ら
気
を
つ
け
て
い

き
た
い
の
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（
こ

こ
ろ
の
健
康
）
で
す
。
今
月
は
、
誰
に

で
も
な
る
可
能
性
の
あ
る
う
つ
病
の

基
礎
知
識
と
、
ス
ト
レ
ス
の
上
手
な

つ
き
あ
い
方
に
つ
い
て
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

姿
こ
こ
ろ
の
風
邪
、

う
つ
病
と
は

　

「
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」「
や
る
気
が
で

な
い
」「
気
分
が
落
ち
込
む
」
と
い
う

ス
ッ
キ
リ
し
な
い
感
じ
や
「
眠
れ
な

い
」「
疲
れ
や
す
い
」
と
い
っ
た
体
の

不
調
は
だ
れ
で
も
あ
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
が
２
週
間
以
上
続
い

た
り
、
繰
り
返
し
お
き
る
よ
う
な
事

が
あ
れ
ば
、
う
つ
病
の
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

　

「
う
つ
病
」
の
は
っ
き
り
し
た
原
因

は
ま
だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
脳
内
の
神
経
と
神
経
を
結
ぶ
脳

伝
達
物
質
、
い
わ
ゆ
る
ホ
ル
モ
ン
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
状
態
の
時
に
起

こ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

う
つ
病
は
心
の
弱
い
人
が
な
る
病

気
、
と
偏
見
を
持
っ
て
い
る
方
も
お

り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
事
は
あ
り

ま
せ
ん
。
厚
生
労
働
省
の
調
べ
で
は

国
民
の　

人
に
1
人
は
う
つ
病
の
経

１０

験
を
し
て
い
る
と
示
し
て
い
ま
す
。

　

過
労
、
退
職
、
結
婚
、
近
親
者
と
の

死
別
、
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
、
借

金
、
病
気
、
怪
我
な
ど
の
特
別
な

き
っ
か
け
が
な
く
て
も
起
こ
る
こ
と

が
あ
り
、「
こ
こ
ろ
の
風
邪
」
と
言
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
決
し
て
珍
し
い
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
に
で
も
起

こ
り
う
る
病
気
で
す
。

姿
う
つ
病
か
な
…
と
思
っ
た
ら

　

気
分
が
沈
ん
で
な
か
な
か
良
く
な

ら
な
い
。
や
る
気
が
お
き
な
い
。
つ

ら
い
気
分
が
日
を
追
っ
て
だ
ん
だ
ん

と
大
き
く
な
っ
て
き
て
、
い
つ
も
の

自
分
じ
ゃ
な
く
な
っ
て
き
た
…
。

　

本
人
や
周
り
の
人
が
こ
の
よ
う
な

状
態
に
気
付
い
た
ら
、
ま
ず
、
精
神

科
や
心
療
内
科
の
あ
る
病
院
や
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
受
診
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
な
ぜ
な
ら
、「
う
つ
病
」
は
ホ
ル

モ
ン
の
調
整
を
す
る
こ
と
で
治
療
を

す
る
病
気
だ
か
ら
で
す
。
時
間
が
た

て
ば
…
、
気
合
い
を
入
れ
れ
ば
…
と

い
う
こ
と
で
治
る
と
い
う
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
早
め
に
受
診
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

姿
う
つ
病
を
支
え
て
い
る
方
へ

　

う
つ
病
に
な
る
と
、
周
囲
か
ら
は

元
気
が
な
か
っ
た
り
、
怠
け
た
り
し
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シ
ル
バ
ー
2
、1
5
0
円
※
ほ
か
に
も
回
数
・
ナ
イ

タ
ー
・
シ
ー
ズ
ン
券
あ
り
。
団
体
割
引
は　

人
以

10

上
か
ら
。
●
営
業
期
間
／
年
内
は　

時
ま
で
／
１

16

〜
2
月
は
9
時
か
ら　

時
ま
で
／
3
月
は
1
日
・

21

7
日
・
8
日
・　

日
・　

日
の
み
の
営
業
で
、
時

14

15

間
は
土
曜
日
が
9
時
か
ら　

時
ま
で
日
曜
日
は　

21

16

時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
●
問
い
合
わ
せ
先
／

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ　
 
殺
0
1
3
7
・
8
3
・
7

1
1
1

せ
た
な
町
北
檜
山
区                  　
   

低
カ
ロ
リ
ー
根
野
菜
「
ヤ
ー
コ
ン
」

ヤ
ー
コ
ン
は
、
南
米
・
ア
ン
デ
ス
地
方
が
原
産
。
形

は
ダ
リ
ア
の
球
根
に
似
て
い
ま
す
が
、
梨
の
よ
う

な
味
わ
い
で
、
豊
富
な
食
物
繊
維
と
低
カ
ロ
リ
ー

な
根
野
菜
で
す
。
食
卓
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
、

健
康
的
な
食
生
活
の
た
め
、
ぜ
ひ
、
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
贈
答
用
と
し
て
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
●
価
格
／
4　

詰
め
（
送
料
込
み
）
2
、

kg

0
0
0
円
〜
／
8　

詰
め
（
送
料
込
み
）
3
、6
0

kg

0
円
〜
●
受
付
期
間
／　

月　

日
ま
で
●
問
い
合

12

10

わ
せ
先
／
新
函
館
農
協
若
松
支
店 
殺
0
1
3
7
・

8
5
・
1
3
3
1

せ
た
な
町
瀬
棚
区                            

公
営
温
泉
浴
場
「
や
す
ら
ぎ
館
」

弱
ア
ル
カ
リ
性
温
泉
で
、
冷
え
性
、
神
経
痛
、
火
傷

な
ど
に
効
き
目
が
あ
り
ま
す
。
美
肌
効
果
が
あ
る

成
分
も
含
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
●
場
所
／
瀬

棚
区
本
町
（
旧
国
鉄
瀬
棚
駅
跡
地
）
●
営
業
時
間

／
午
前　

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
※
毎
月
第
１
・

１０

３
月
曜
日
定
休
●
入
浴
料
／
大
人
３
５
０
円
、
中

人
１
４
０
円
、
小
人
７
０
円
●
問
い
合
わ
せ
先
／

や
す
ら
ぎ
館 
殺
0
1
3
7
・
8
7
・
3
8
4
1

せ
た
な
町
大
成
区                            

国
民
宿
舎
『
あ
わ
び
山
荘
』

貝
取
澗
渓
谷
の
雄
大
な
自
然
に
ひ
っ
そ
り
と
抱
か

れ
て
い
る
「
あ
わ
び
山
荘
」。
露
天
風
呂
に
つ
か
り

な
が
ら
心
と
身
体
を
癒
し
、
あ
わ
び
を
は
じ
め
と

す
る
地
元
の
旬
の
素
材
を
い
か
し
た
郷
土
料
理
で

ゆ
っ
た
り
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。
忘
・
新
年
会
の
宴
会
プ
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。

（
要
予
約
）
●
場
所
／
せ
た
な
町
大
成
区
貝
取
澗
●

宿
泊
料
／
大
人
7
、
6
0
0
円
、
小
学
生
6
、0
6

0
円
、
幼
児
1
、
4
6
0
円
（
寝
具
の
ご
利
用
の
み
）

●
問
い
合
わ
せ
先
／
国
民
宿
舎
あ
わ
び
山
荘 
殺
0

1
3
9
8
・
4
・
5
5
2
2

て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。
そ
の
た

め
、「
頑
張
れ
」「
し
っ
か
り
し
て
」

と
励
ま
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
頑
張
っ
た
末
に
病
気
を

発
症
し
た
人
に
、
こ
う
し
た
言
葉
は

禁
物
。
う
つ
病
の
人
の
中
に
は
自
殺

を
考
え
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ゆ
っ
く
り
と
話
を
聞
い
て
あ
げ

た
り
、
休
養
を
す
す
め
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
支
え
て
い
る
方
も

頑
張
り
す
ぎ
ず
に
自
分
の
時
間
を
も

つ
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

姿
日
頃
の
生
活
か
ら
ス
ト
レ
ス

に
強
い
身
体
を
！

　

人
は
生
活
す
る
中
で
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
生
き
て
い
ま
す
。
こ
の
ス
ト

レ
ス
と
上
手
く
付
き
合
っ
て
心
と
体

の
健
康
を
保
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
次
に
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ

き
あ
う
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

●
人
間
関
係
に
つ
い
て

　

人
間
関
係
は
ス
ト
レ
ス
の
原
因
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
い
い
人

間
関
係
は
力
強
い
励
み
や
自
分
の
支

え
に
な
り
ま
す
。

虚
日
ご
ろ
か
ら
人
と
の
出
会
い
を
大

切
に
す
る

許
聞
き
上
手
に
な
る

距
相
手
に
率
直
に
思
い
を
伝
え
る

鋸
支
え
が
必
要
な
と
き
に
は
、
勇
気

を
出
し
て
相
手
に
申
し
出
る

●
物
事
の
考
え
方
に
つ
い
て

　

柔
軟
な
発
想
を
身
に
付
け
る
こ
と

で
、
し
な
や
か
な
思
考
と
行
動
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
物
事
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
持
て
る
力
を
発

揮
す
る
こ
と
は
、
自
信
に
満
ち
た
生

き
方
に
つ
な
が
り
ま
す
。

虚
自
分
の
こ
と
を
好
き
に
な
る

許
物
事
を
否
定
的
に
と
ら
え
ず
、
肯

定
的
に
と
ら
え
る

距
「
自
分
は
う
ま
く
や
れ
る
」
と
自

分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
る

鋸
心
配
事
の
原
因
を
解
決
す
る
た
め

の
行
動
に
出
る

漁
事
実
と
感
情
を
冷
静
に
分
け
て
見

つ
め
て
み
る

●
こ
こ
ろ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
つ
い

て
　

こ
こ
ろ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
う
ま

く
で
き
れ
ば
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
大

き
く
役
立
ち
ま
す
。

虚
日
常
生
活
か
ら
離
れ
、
旅
行
な
ど

で
気
持
ち
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

許
た
ま
に
は
自
分
一
人
の
時
間
を
つ

く
り
、
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す

距
自
分
な
り
の
生
き
が
い
を
見
つ
け

る鋸
こ
こ
ろ
の
疲
れ
を
感
じ
た
と
き

は
、
我
慢
し
な
い
で
誰
か
に
話
す

　

ス
ト
レ
ス
は
き
っ
と
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
は
ず
で
す
。
自
分
に
あ
っ

た
ス
ト
レ
ス
解
消
法
は
「
こ
こ
ろ
の

ス
ト
レ
ッ
チ
」
に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
健
康
相
談
の
窓
口
を
開
い

て
い
ま
す
。
身
体
面
の
健
康
だ
け
で

な
く
、
心
の
悩
み
が
あ
る
方
も
お
気

軽
に
各
区
の
保
健
師
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

・
①
〜
⑤
で
２
点
以
上

・
⑥
〜
⑦
で
１
点
以
上

・
⑧
で
１
点
以
上

の
う
ち
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
時
は
、

専
門
家
（
医
師
・
保
健
師
等
）
へ
の
相

談
を
お
勧
め
し
ま
す
。

判定いいえはい項目

２点

以上

１点０点①毎日の生活が充実していますか

１点０点②これまで楽しんでやれていたことが、いまも楽し
んでできていますか

０点１点③以前は楽にできていたことが。今ではおっくうに
感じられますか

１点０点④自分は役に立つ人間だと考えることができますか

０点１点⑤わけもなく疲れたような感じがしますか

１点

以上

０点１点⑥死について何度も考えることがありますか

０点１点⑦気分がひどく落ち込んで、自殺について考えるこ
とがありますか

１点
以上０点１点⑧最近ひどく困ったことや、つらいと思ったことが

ありますか

心の健康度　アンケート



瀧澤幸男氏　瑞宝単光章を授与
平成２０年秋の叙勲（瀬棚区）

　元檜山広域行政組合瀬棚町消防団副団長の瀧澤
幸男氏に瑞宝単光章が授与されました。瀧澤氏
は、昭和３４年から４５年間の永きにわたり消防団員
として、地域住民の生命財産を守り、消防団組織
の充実強化や火災予防の普及に努めるなど、地域
防災活動に大きく貢献された功績が認められ、今
回の受章となりました。

防犯栄誉銅章を受賞！

　このたび、大成区太田の長坂恒利さんが財団法
人全国防犯協会連合会より「防犯栄誉銅章」を受
賞しました。
　長坂さんは祭典時や年末警戒一斉巡回指導での
防犯パトロールなど地域の防犯活動に積極的に参
加し、常に地域に根ざした活動の指導者として、
長年にわたり犯罪のない明るく住みよいまちづく
りのために貢献された功績が認められ、今回の受
賞となりました。

故　柴崎庄次郎氏　特旨叙位を授与

　元瀬棚町議会副議長の故 柴崎庄次郎氏に特旨叙
位として「正六位」が授与されました。柴崎氏は、
昭和２２年に瀬棚町議会に初当選されて以来、昭和
６３年まで連続１１期４１年間の永きにわたる在職期間
中、副議長をはじめ、産業土木常任委員会委員長
など要職を歴任され、地方自治に大きく貢献され
た功績が認められ、今回の受章となりました。
　また、柴崎氏は、調停委員としても多大な成果
をあげられ、昭和６０年に勲五等双光旭日章を受章
されています。

総務大臣表彰受賞！
大成区都　西村スミ子さん（大成区）

　10月15日（水）、東京都虎ノ門パストラルにおい
て大成区の西村スミ子さんが「総務大臣表彰」を
受賞されました。
　西村さんは平成3年から行政相談委員の委嘱を
うけ、人口の少ないこの地区で多くの相談を取扱
い、その内容においても多岐にわたり、改善効果
顕著な事例もあります。また、これまでに北海道
管区行政監察局長感謝状、北海道管区行政評価局
長表彰を受賞されており、現在は函館行政相談委
員協議会理事を務め、檜山地区の行政相談委員の
リーダーとしても活躍するなど、多大な功績が認
められ今回の受賞となりました。

大成区太田　長坂恒利さん（大成区）

地方自治に大きく貢献された功績が認められ（瀬棚区）
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「博愛号」が大成区に配置されました10/20

日本赤十字社北海道支部より（大成区）

手づくりマスコットを贈り続けて２１年

子供たちの交通安全を願って（瀬棚区）

　瀬棚区の紺谷春子さんは、町内各小学校の新１年
生へ手づくりのマスコットを贈り続けて、今年で２１
年目になります。最初は、お孫さんが１年生になっ
た時に「元気で、気をつけて学校へ行ってね…」とい
う願いを込めてつくったことから始まったそうです。
　他にも手づくりのお手玉やぞうきんを保育所や老
人ホームなどの施設に寄贈している紺谷さんは「これ
もお父さんのおかげ、支えがあるからやってこれ
た。」と優しく語ってくれました。
　紺谷さんは、とても手先が器用でじゅうたんづく
りなどにも挑戦しています。

納税功労者として表彰されました 11/7

北海道社会貢献賞（納税功労者）など（北檜山区）

　北檜山区の本村納税貯蓄組合（大関幸雄組合長・
組合員37名）が北海道社会貢献賞（納税功労者）
を、北檜山区の佐々木秀雄さんと冷水納税貯蓄組
合（北條隆夫組合長・組合員16名）が納税功労者
檜山支庁長表彰を受賞し、11月7日（金）、町長室
において檜山支庁税務課長から賞状が手渡されま
した。受賞された皆さんは、納期内納入の推進に
取り組み、地域の納税思想の普及高揚を図るため
活発な活動を展開し、現在までの永きにわたり納
期内納入100％を継続し道民の納税意識啓発に功
績があったことなどの功績が認められて今回の表
彰となりました。

難しいぶどうの栽培に成功      

美味しさと真心に感動（北檜山区）

　北檜山区愛知の安藤さんが栽培しているぶどう
の美味しさにファンの輪が広がっています。ぶど
う栽培を始めたのは、農家仲間の笹井さんが栽培
した伊豆錦（いずにしき）の味に感動したのがきっ
かけ。平成１１年から笹井さんに習いながらぶどう
栽培を始めました。現在では町内で一番の規模と
なり、道南でもここにしかない難しい品種なども
手がけています。一房づつ、一粒づつその成長段
階にあわせた手入れを毎日施している安藤さん
は、｢土や水にもこだわって無農薬にしているので
手間暇がかかりますが、とにかく好きだから。｣と
語ります。現在は、親類知人を通じて販売をして
おり、美味しさと感動を届けています。

　日本赤十字北海道支部では災害救援車「博愛号」
の無償配置が道内の15市町村で決定され、その内
1台が大成区に配置されることになり、10月20日
（月）、札幌で引渡し式が行われました。
　この救援車は災害や事故、救護活動また赤十字
事業において使用するものであり、町の福祉行政
のために有効に活用されることとなります。
　また、この救援車は道民からの貴重な社費が財
源となっておりますので、今後とも町民皆様の赤
十字事業への御協力をお願いいたします。
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・だ・よ・り

　１０月２５日（土）、北檜山区大津牧場において「牧場体
験会」が開催されました。北檜山・大成・瀬棚の各区か
ら２６名の参加があり、牧場所有者の大津良夫氏の指導
のもと、牛の乳搾り体験やエサやり、搾りたての牛乳を
使ってバター作りなどを行いました。
　また、牧場では牛以外にも、ウサギやポニー、ヤギな
ど色々な動物に触れることができ、楽しい１日を過ご
すことができました。

ウィークエンド活動促進事業「牧場体験会」

プププププププププププ

リリリリリリリリリリリ

ズズズズズズズズズズズ

ムムムムムムムムムムム

　

二
〇
〇
八
年
が
明
け
て
一
ヶ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

異
常
な
少
雪
暖
冬
に
続
き
、
今
冬
も

同
傾
向
の
よ
う
で
灯
油
高
か
ら
歓
迎

も
さ
れ
る
の
で
す
が
、
あ
る
程
度
冬

は
雪
が
な
い
と
不
都
合
な
面
も
多
々

あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
地
球
温
暖

化
が
危
惧
さ
れ
、
全
世
界
的
な
防
止

対
策
が
緊
喫
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
、
世
界
の
科
学
者
た
ち
に

よ
る
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
の
報
告
書
は

「
温
暖
化
の
原
因
が
人
間
活
動
で
あ
る

可
能
性
は　

％
以
上
。
今
後
も
温
暖

９０

化
は
進
む
が
、
対
策
を
強
化
す
れ
ば

深
刻
な
影
響
を
回
避
す
る
こ
と
は
で

き
る
」
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
七
月
開
催
さ
れ
る
「
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
を
主
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
先

進
国
首
脳
を
は
じ
め
と
し
、
各
国
政

府
関
係
者
、
報
道
機
関
、
警
備
関
係
者

等
々
膨
大
な
数
の
人
々
の
来
道
が
予

測
さ
れ
、
道
内
へ
の
経
済
効
果
も
試

算
さ
れ
る
な
ど
、
道
内
外
か
ら
の
期

待
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
道

と
し
て
も
サ
ミ
ッ
ト
道
民
会
議
（
会
長

高
橋
は
る
み
知
事
）
を
立
ち
上
げ
、
各

国
首
脳
と
の
交
流
事
業
「
未
来
へ
の

夢
、
世
界
と
の
絆
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
道
内
二
十
市
町
村
が
二
十
六
事
業

を
提
案
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
へ
向
け
本

格
的
に
始
動
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
に
実
効
性
を
持
た

す
た
め
、
十
年
前
に
採
択
さ
れ
た
「
京

都
議
定
書
（
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
）
」

の
達
成
が
難
し
い
国
際
状
況
も
あ
り

ま
す
が
、
「
温
暖
化
」
を
人
ご
と
と

思
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
世
論
調
査
で
も
九
割
以
上
の
人

が
「
生
活
習
慣
の
改
革
」
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
単
な
る

祭
り
事
に
終
え
る
こ
と
な
く
、
豊
か

な
自
然
と
食
を
売
り
と
す
る
北
海
道

の
未
来
の
た
め
環
境
保
全
、
温
暖
化

防
止
を
全
世
界
に
発
信
し
、
各
人
が

日
常
身
近
に
考
え
、
行
動
す
る
機
会

と
考
え
た
い
。

プププププププププププ

リリリリリリリリリリリ

ズズズズズズズズズズズ

ムムムムムムムムムムム

　

地
域
住
民
の
学
校
運
営
へ
の
参

画
の
仕
組
み
と
し
て
「
学
校
評
議
員

制
度
」
（
２
０
０
０
年
学
校
教
育
法

改
正
）
が
導
入
さ
れ
、
町
内
各
学
校

に
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校

運
営
に
関
し
て
、
保
護
者
や
地
域
住

民
の
多
様
な
意
見
を
幅
広
く
求
め
、

協
力
を
求
め
る
と
と
も
に
学
校
と

し
て
の
運
営
状
況
を
周
知
し
、
説
明

責
任
を
果
た
し
て
い
く
た
め
の
制

度
で
あ
り
ま
す
。
少
子
化
・
情
報

化
・
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
教
育
を

取
り
巻
く
状
況
が
急
速
に
変
容
し

て
い
る
昨
今
、
い
じ
め
や
不
登
校
等

生
徒
指
導
上
で
の
課
題
が
山
積
み

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
安
心
し

て
、
安
全
に
活
動
し
、
健
全
な
発
達

を
願
っ
て
保
護
者
か
ら
信
託
さ
れ

て
い
る
学
校
に
あ
っ
て
、
児
童
・
生

徒
一
人
ひ
と
り
に
心
を
配
り
、
充
実

し
た
教
育
活
動
を
営
み
、
一
定
の
成

果
を
挙
げ
る
責
務
が
学
校
（
教
職

員
）
に
求
め
ら
れ
る
の
は
言
を
俟

（
ま
）
ち
ま
せ
ん
。
日
々
生
き
て
活

動
す
る
子
ど
も
た
ち
の
一
見
些
細

な
出
来
事
、
サ
イ
ン
や
訴
え
を
会
得

し
、
職
員
間
で
情
報
を
共
有
化
し
、

対
策
を
具
体
化
し
、
保
護
者
、
地
域

の
理
解
、
協
力
を
得
な
が
ら
機
敏
か

つ
迅
速
に
実
行
す
る
「
初
期
対
応
」

が
肝
要
で
す
。

　

か
つ
て
の
「
学
校
神
話
」
が
崩
れ

た
今
の
教
育
界
に
あ
っ
て
、
教
育
委

員
会
と
関
連
部
局
と
の
連
携
は
勿

論
の
こ
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
保
護
者
、
校
下
地

域
住
民
の
真
摯
で
積
極
的
な
参
画

に
よ
り
、
次
代
を
担
う
大
切
な
子
育

て
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
誰
し
も

共
通
の
願
い
で
あ
り
、
強
い
て
は
町

づ
く
り
の
根
幹
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

「芸術の秋にふれる！！」　平成２０年度せたな町民文化祭開催

　今年度の町民文化祭がせたな町内各区において盛大に開催されました。　「作品展示の部」では、個性あふ
れるアイデア作品や工夫を凝らした作品など、芸術の秋にふさわしい数多くの様々な作品が出展されまし
た。

北檜山会場［ふれあいプラザ］
１１月１日（土）〜２日（日）
出品点数561点／鑑賞者約500名

瀬棚会場［Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館］
１１月１日（土）〜３日（月）
出品点数900点／鑑賞者約620名

大成会場［大成町民センター］
１１月１日（土）〜３日（月）
出品点数744点／鑑賞者約350名

■作品展示の部
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生・涯・学・習 

　１０月２６日（日）、せたな町民体育館において、檜
山管内スポーツフェスタ「バレーボール競技の部」
が開催されました。
　檜山管内各町から、男子の部で５チーム、女子
の部で４チームの出場があり、どの試合も白熱し
た試合が繰り広げられました。

檜山管内スポーツフェスタ
「バレーボール競技の部」開催

総合成績女子の部男子の部

上ノ国町今金町上ノ国町優　勝

今金町上ノ国町乙部町準優勝

せたな町（北檜山区）、（瀬棚区）せたな町（瀬棚区）せたな町（北檜山区）第３位

北檜山会場［ふれあいプラザ］
１１月１６日（日）

出演13団体／鑑賞者約３００名

瀬棚会場［瀬棚町民センター］
１１月９日（日）

出演１１団体／鑑賞者約300名

大成会場［大成町民センター］
１１月８日（土）

出演８団体／鑑賞者約300名

　また、「芸能発表の部」では、保育園児や小中学生、文化団体やサークルの方々が出演し、合唱や器楽演
奏、郷土芸能や日本舞踊、ダンスなどが披露され、日頃の練習の成果を思う存分発揮していました。

■芸能発表の部
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ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
        

北
檜
山
職
業
相
談
室
で

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

雇
用
保
険
受
給
手
続
か
ら
認

定
・
給
付
ま
で
、
ご
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

で
受
付
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
函
館
・
北
檜

山
職
業
相
談
室
へ
の　

月
の
職

１２

員
派
遣
日
は
次
の
と
お
り
で

す
。
大
成
区
の
方
の
管
轄
は
江

差
出
張
所
で
す
。

●
派
遣
日
時

・　

月　

日
昌
午
後
１
時
〜
５
時

１２

２４

・　

月　

日
昭
午
前
9
時
〜
正
午

１２

２５

※　

月　

日
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ

１２

２４

ま
す
。
可
能
な
限
り　

日
に
手
続
き

２５

さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。

問
合
せ　

北
檜
山
職
業
相
談
室

　

殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
7
2
4

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

　

殺
0
1
3
7
・
6
2
・
2
5
0
9

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
差

　

殺
0
1
3
9
・
5
2
・
0
1
7
8

ご
利
用
く
だ
さ
い　
  　
         

精
神
保
健
相
談
（
心
の
健
康

相
談
）
の
実
施
に
つ
い
て

　

八
雲
保
健
所
で
は
、
心
理
的

負
担
の
軽
減
（
解
消
）
と
精
神
疾

患
の
予
防
を
図
る
た
め
精
神
障

が
い
者
や
家
族
を
含
む
一
般
住

民
の
精
神
保
健
及
び
同
障
が
い

者
福
祉
に
関
す
る
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
相
談
は
、
事
前
予
約

制
で
す
。

●
日
時
／　

月　

日
昭

１２

１１

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

●
場
所
／
八
雲
保
健
所

●
相
談
員
／
精
神
科
医
師
又
は

心
理
相
談
員

問
合
せ　

八
雲
保
健
所
健
康
推
進
課

　

殺
0
1
3
7
・
6
3
・
2
1
6
8

ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
         

函
館
裁
判
所
出
張
手
続

案
内
の
開
催
に
つ
い
て

　

函
館
裁
判
所
か
ら
職
員
が
出

張
し
住
民
の
皆
様
を
対
象
と
し

た
出
張
手
続
案
内
を
行
い
ま

す
。（
予
約
制
）

●
場
所
／
瀬
棚
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
や
す
ら
ぎ
館

●
日
時
／　

月　

日
昌

１２

１７

　

午
後
１
時
〜
４
時

●
予
約
方
法
／　

月　

日
ま
で

１２

１０

に
函
館
地
方
裁
判
所
事
務
局
総

務
課
長
ま
で
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

函
館
地
方
裁
判
所

　

殺
0
1
3
8
・
3
8
・
2
3
7
2

ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
         

女
性
の
健
康
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

　

平
成　

年　

月
１
日
、
全
て

２０

１２

の
道
立
保
健
所
に
開
設
し
ま

す
。
女
性
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
は
、
妊
娠
、
出
産
、
子

育
て
の
悩
み
、
不
妊
に
悩
む
夫

婦
や
思
春
期
の
性
感
染
症
、
更

年
期
の
健
康
上
の
悩
み
な
ど
、

女
性
の
健
康
上
の
相
談
に
つ
い

て
、
保
健
師
が
応
じ
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
女
性
の
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

／
八
雲
保
健
所 
主
査
（
子
育
て

支
援
・
相
談
）

　

殺
0
1
3
7
・
6
3
・
2
1
6
8

●
女
性
の
健
康
相
談
の
日
（
面

接
相
談
）
※
要
予
約

・
場
所
／
八
雲
保
健
所
相
談
室

・
日
時
／
毎
月
第
３
水
曜
日　

　

午
後
１
時
〜
３
時
ま
で

問
合
せ　

八
雲
保
健
所

　

主
査
（
子
育
て
支
援
・
相
談
）

　

殺
0
1
3
7
・
6
3
・
2
1
6
8

　

月　

日
〜　

日
ま
で
は　
    

１２

１０

１６

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
で
す

　

我
が
国
の
緊
急
の
国
民
的
課

題
で
あ
る
拉
致
問
題
の
解
決
を

は
じ
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に

よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処

が
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
意

識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。　

問
合
せ　

せ
た
な
警
察
署

　

殺
0
1
3
7
・
8
4
・
6
1
1
0

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ　
　
   

雇
用
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
す

　

渡
島
檜
山
北
部
通
年
雇
用
促

進
支
援
協
議
会
で
は
、 

季
節
労

働
者
の
通
年
雇
用
を
促
進
す
る

た
め
、「
雇
用
相
談
窓
口
」
を
開

設
い
た
し
ま
す
。

●
日
時
／　

月　

日
（
水
） 　

１２

２４

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時
ま
で

１０

●
場
所
／
せ
た
な
町
役
場
産
業

振
興
課　

問
合
せ　

渡
島
檜
山
北
部
通
年
雇

用
促
進
支
援
協
議
会               

　

殺
０
１
３
７
・
６
４
・
３
３
５
５

・
役
場
産
業
振
興
課

　

殺
０
１
３
７
・
８
４
・
５
１
１
１

　

月
４
日
〜　

日
ま
で
は        

１２

１０

「
第　

回
人
権
週
間
」

６０
特
設
人
権
困
り
ご
と　

心
配
ご
と
相
談
所
開
設

　

児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
、
体

罰
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
借

地
借
家
、
不
動
産
、
登
記
、
筆

界
特
定
、
相
隣
関
係
等
、
身
近

な
人
権
・
法
律
問
題
等
心
配
ご

と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で
も

ご
自
由
に
相
談
で
き
ま
す
。

（
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
）

●
日
時
・
場
所

・　

月
３
日
昌
午
後
１
時
〜
３
時

１２

　

や
す
ら
ぎ
館
（
瀬
棚
区
）

・　

月
４
日
昭
午
後
１
時
〜
３
時

１２

　

町
民
セ
ン
タ
ー
（
大
成
区
）

●
相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員

問
合
せ　

役
場
総
務
課
総
務
係

　

殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
1
1
1

１２月は道税の納税推進強調月間として、滞納整理を実施します〜納税にご協力くだざい〜
■夜間納税窓口／１２月11日（木）午後８時まで　■場所／支庁税務課
■問い合わせ先／檜山支庁税務課納税係 殺0139-52-6473



19 Setana Public Relations 

戸籍の窓口
（１０月１日〜１０月３１日届出）

　この欄に掲載をしている方は、本人または

ご家族の了解を得ています。

人口と世帯

１０月末現在（前月比）

（−３３）10,２２０人人 口

（−１５）4,８２９人男

（−１８）5,３９１人女

（−６）4,６４３世帯世 帯

お誕生おめでとう 　　　　

○平川　 夢月  ちゃん　（正巳）北檜山
ゆ つ き

○寺分　 涼真  く  ん　（忠昭）上　浦
りょうま

○星野　 蓮斗  く  ん　（晃彦）長　磯
れ ん と

ご結婚おめでとう　　 　　

　名取　雅仁 さん　本町１区

　近藤　由美 さん　二俣

おくやみ申し上げます 　　

○逢見　光夫 さん　（５１歳）北檜山

○人見　幸雄 さん　（６１歳）北檜山

○若松仁三郎 さん　（８５歳）若　松

○横山　フミ さん　（８７歳）東丹羽

○両坂　清一 さん　（８６歳）　  栄

○宗像　スヱ さん　（８９歳）西丹羽

○宮腰ヒデノ さん　（９１歳）兜　野

○石岡　正義 さん　（８１歳）本町4区

○佐藤　安雄 さん　（９５歳）三本杉

○鶴尾うめの さん　（91歳）宮　野

○濱口　正三 さん　（86歳）宮　野

○久保　みゑ さん　（87歳）宮　野

○井村タエノ さん　（85歳）本　陣

灼

試験場所受付期間試験日受験資格･年齢種類

陸上自衛隊
函館駐屯地

１２月８日譲〜
１月９日埴

１月１８日蒸

１８歳以上
２７歳未満の男子
（平成２１年４月１日

現在）

２等
陸・海・
空士

防衛省は、平成２１年度採用になる学制の採用試験を次の通り行います。

ふれあい
プラザ

法案成立以降
に受け付け時
期をお知らせ
します。
〜
平成２１年１月
６日醸

平成２１年１月
１０日飾（予定）

１５歳以上１７歳未満
の男子で中学校卒
業（来春卒業予定者
を含む）（予定）

陸上自衛
隊高等工
科学校（仮
称）生徒

 平成20年度　自衛官募集案内

■問い合わせ先
　自衛隊函館地方協力本部今金地域事務所　殺0137-82-0258

　詳しい説明及び受験手続き（志願書類）の請求は、自衛隊函館地
方協力本部今金地域事務所までご連絡ください。

年金係からのお知らせ 　　　　                      　　

■問い合わせ先／函館社会保険事務所 殺 ０１３８-５６-１１６5
・本庁町民児童課戸籍年金係 [担当/尾野] 殺 0137-84-5111（内線１１３7）
・瀬棚総合支所総務税務課戸籍年金係 [担当/竹内] 殺 0137-87-3311（内線3115）
・大成総合支所町民福祉課戸籍年金係 [担当/栄田] 殺 01398-4-5511（内線２１５８）

国民年金保険料は、退職（失業）等に
よる特例免除があります。

　国民年金には、経済的な理由等で保険
料を納めることが困難な場合には、本
人・配偶者・世帯主の前年の所得が一定
額以下の方が申請することで、保険料の
納付が免除される「保険料免除制度」が
あります。
　ただし、失業・倒産・事業の廃止・天災などが原因で所得が無
くなったことにより、国民年金保険料が納付できない方は、その
事実が確認できる公的期間の証明書等の写しを添付していただく
と、その方の前年所得は審査対象外となりますので、特例免除を
受けることができます。

※免除を申請する日の属する年度またはその前年度に失業（離職）
された方が対象です。免除の該当となるのは平成２０年度分（平成
２０年７月〜平成２１年６月です）
※配偶者・世帯主が退職（失業）された場合にも対象となります。
※配偶者・世帯主に一定以上の所得があるときは保険料免除が認
められない場合もあります。

＜手続きに必要なもの＞
①年金手帳または基礎年金番号のわかるもの（納付書等）
②認め印　　
③失業していることを確認できる公的機関の証明の写し
 （雇用保険受給資格者証・雇用保険被保険者離職票など）　　

世帯主の
前年所得

配偶者の
前年所得

申請者(本人)の
前年所得

所得審査あり所得審査あり所得審査あり一般の免除申請

所得審査あり所得審査あり所得審査なし
申請者(本人)が失業
したことによる
特例申請

工業統計調査を実施します〜皆さまのご理解とご協力をお願いします〜
■調査期日／平成２０年１２月３１日（１２月から来年１月にかけて調査員がお伺いします）
■問い合わせ先／せたな町政策調整課広報統計係　殺0137-84-5111
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▼
今
回
は
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ

せ
て
除
雪
を
特
集
し
て
み
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す

が
、
北
檜
山
市
街
地
に
あ
る
流
雪
溝

が
早
い
も
の
で
今
年
で　

年
目
を
迎

10

え
ま
す
。
流
雪
溝
へ
の
投
雪
作
業

は
、
想
像
以
上
に
体
力
を
使
い
ま
す

が
、
流
雪
溝
沿
い
の
皆
さ
ん
は
、
除

雪
に
対
す
る
意
識
が
と
て
も
高
く
、

い
つ
も
キ
レ
イ
に
雪
掻
き
を
さ
れ
て

お
り
、
雪
掻
き
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
れ

ば
優
勝
す
る
に
違
い
な
い
と
い
つ
も

感
動
し
て
い
ま
す
。
春
〜
秋
は
、
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
で
、
冬
は
雪
掻
き
に

と
年
中
キ
レ
イ
な
街
並
は
、
自
慢
の

一
つ
で
す
。
し
か
し
、
年
を
重
ね
る

ご
と
に
そ
れ
を
維
持
し
続
け
る
こ
と

は
、
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勤
労

感
謝
の
日
に
ち
な
み
、
改
め
て
皆
さ

ん
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
私
事
で
大
変
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
平
成　

年
の
広
報
せ
た
な　

17

12

月
号
か
ら
お
付
き
合
い
頂
い
て
い
る

北
檜
山
区
の
乾
で
す
が
、
こ
の
度
、

３
周
年
を
記
念
し
て　

（
結
婚
し
て
）

!?

今
月
号
か
ら
黒
澤
に
な
り
ま
し
た
。

名
前
は
変
わ
っ
て
も
中
身
は
変
わ
っ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
と
も
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。         
（
黒
澤
・
藤
谷
・
稲
船
）
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ふるさとを思い、語り…　　　　　
　「東京瀬棚会総会」「東京大成会総会」開催！広報見聞録  

Koho - kenbunroku

　１０月２６日（日）、東京都港区「南青山会館」において、第１３回東京瀬
棚会総会が開催されました。当日は、３７名の参加のもと役員改選が行
われ７名が退任し、新しく２名が選出されました。引き続き行われた
懇親会では、新人の自己紹介の後、思い出の歌を大合唱するなど大い
に盛り上がりました。

　同じく10月26日（日）、はあといん乃木阪健保会館において東京大
成会総会が開催されました。昨年東京瀬棚会に出席した高橋町長は、
今年は東京大成会に出席。総勢25名の出席のもと東京やその近郊に
住む首都圏在住の出身者との親睦を深めました。そして心ひとつにま
たの再会を約束し会場を後にしました。


